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■子ども達の農業体験記

■市内小学生がAI収穫ロボットで
　　　　　　　　　　未来の農業を体験

■広域小麦・大豆施設の
　増設工事無事を祈って起工式を執り行う

■第５回　東山寛の「協同ノート」
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　９月３０日、音江小学校で元気村花き生産組合音江支部が「花育授業」を行いまし
た！児童たちが、フラワーアレンジメントを行う姿をお届けします！

➡記事の詳細は5ページ

～ 今月のヘッドライン ～JAきたそらちでは、ホームページ/Facebook/
Instagram/YouTubeで、魅力満載の情報を
発信中です！ぜひ、ご覧ください！
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管内各地で秋の　イベント開催！管内各地で秋の　イベント開催！
　
北
竜
町
農
畜
産
物
直
売
所
「
み
の

り
っ
ち
北
竜
」
前
で
「
北
竜
ひ
ま
わ

り
ラ
イ
ス
新
米
大
感
謝
祭
」
が
開
催

さ
れ
た
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
同
町
の
ブ

ラ
ン
ド
米
「
北
竜
ひ
ま
わ
り
ラ
イ
ス
」

の「
な
な
つ
ぼ
し
」「
ゆ
め
ぴ
り
か
」「
お

ぼ
ろ
づ
き
」、
も
ち
米
「
風
の
子
も
ち
」

の
新
米
が
特
価
で
販
売
さ
れ
、
開
場

前
か
ら
新
米
を
買
い
求
め
る
来
場
客

の
長
い
列
が
作
ら
れ
た
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
の
実
行
委
員
と
し
て

北
竜
ひ
ま
わ
り
ラ
イ
ス
生
産
組
合
の

生
産
者
や
、
当
Ｊ
Ａ
の
永
井
稔
北
竜

地
区
代
表
理
事
な
ど
役
職
員
が
店
頭

に
立
ち
販
売
。
用
意
さ
れ
た
う
る
ち

米
・
も
ち
米
計
１
０
０
０
袋
（
５
０

０
０
㎏
）
は
好
調
な
売
れ
行
き
を
見

せ
、
な
か
で
も
、
も
ち
米
「
風
の
子

も
ち
」
の
人
気
が
高
か
っ
た
。

　
ま
た
、
新
米
５
㎏
を
購
入
す
る
ご

と
に
挑
戦
で
き
る
ガ
ラ
ポ
ン
抽
選
会

や
、
浜
頓
別
町
と
の
コ
ラ
ボ
に
よ
る

ホ
タ
テ
と
毛
ガ
ニ
が
販
売
さ
れ
、
イ

ベ
ン
ト
は
大
盛
況
で
あ
っ
た
。

【
営
農
企
画
課
　
戸
島
】

　
深
川
市
の
「
道
の
駅
　
ラ
イ
ス
ラ

ン
ド
ふ
か
が
わ
」
で
『
大
収
穫
祭
』

が
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
来
場
客
が
新

米
を
求
め
て
賑
わ
っ
た
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
10
月
３
日
と
４

日
の
２
日
間
で
行
わ
れ
、
２
０
０
食

限
定
の
「
新
米
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
」
や
、

道
の
駅
レ
ス
ト
ラ
ン
「
味
し
る
べ
　

駅
逓
」
に
よ
る
新
米
を
使
用
し
た
栗

釜
飯
な
ど
、
各
テ
ナ
ン
ト
で
イ
ベ
ン

ト
限
定
販
売
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
は
、
ふ
か
が
わ
ま
い
生
産

組
合
に
よ
る
「
深
川
産
新
米
『
ふ
っ

く
り
ん
こ
』
の
す
く
い
取
り
」
を
野

外
特
設
会
場
で
開
催
。
２
日
間
で
約

５
０
０
㎏
の
新
米
が
あ
っ
と
い
う
間

に
す
く
い
取
ら
れ
る
ほ
ど
大
好
評
だ

っ
た
。
ま
た
、
ふ
か
が
わ
肉
牛
組
合

に
よ
る「
深
川
牛
の
焼
肉
」も
行
わ
れ
、

約
８
㎏
を
販
売
し
た
。

　
新
米
の
す
く
い
取
り
を
行
っ
た
来

場
客
は
「
昨
年
も
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
た
。
こ
こ
の
お
米
が
お
い
し

い
。
今
回
も
沢
山
す
く
え
ま
し
た
」

と
話
し
、
イ
ベ
ン
ト
は
終
日
大
盛
況

と
な
っ
た
。

【
営
農
企
画
課
　
戸
島
】

　
雨
竜
町
の
「
道
の
駅
　
田
園
の
里

う
り
ゅ
う
」で「
秋
の
大
収
穫
感
謝
祭
・

新
米
祭
り
２
０
２
６
」
が
開
催
さ
れ

た
。
こ
の
日
は
、
う
り
ゅ
う
米
の
新

米「
な
な
つ
ぼ
し
」と「
ゆ
め
ぴ
り
か
」、

ま
た
数
量
限
定
で
”
超
低
タ
ン
パ
ク

（
基
準
値
６
・
８
％
以
下
）“
の
「
プ

レ
ミ
ア
ム
ゆ
め
ぴ
り
か
」
あ
わ
せ
て

約
１
１
０
０
袋
が
特
設
テ
ン
ト
に
並

ん
だ
。

　
当
Ｊ
Ａ
の
岩
田
清
正
組
合
長
や
小
山

武
雨
竜
地
区
代
表
理
事
、
宮
武
稔
監
事

を
は
じ
め
、
役
職
員
が
呼
び
込
み
を
し

な
が
ら
新
米
を
販
売
。
新
米
を
買
い
求

め
た
来
場
客
の
中
に
は
、
毎
年
イ
ベ
ン

ト
に
訪
れ
て
い
る
方
も
お
り
「
今
年
の

新
米
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
」
と

笑
顔
で
話
し
た
。

　
ま
た
、
先
着
１
５
０
名
限
定
の
「
新

米
す
く
い
取
り
」
や
「
大
も
ち
ま
き
大

会
」、
さ
ら
に
厚
岸
漁
協
に
よ
る
牡
蠣

や
ホ
タ
テ
を
は
じ
め
と
し
た
「
海
産
物

販
売
」
な
ど
も
行
わ
れ
、
会
場
は
終
日

賑
わ
い
を
見
せ
た
。

【
営
農
企
画
課
　
戸
島
】

　
ク
ラ
ー
ク
記
念
国
際
高
等
学
校
の

特
設
会
場
で
「
ｎ
ｏ
ｕ
ｏ
ｎ
の
休
日
」

が
開
催
さ
れ
た
。ｎ
ｏ
ｕ
ｏ
ｎ
を
冠
す

る
イ
ベ
ン
ト
は
今
年
で
２
回
目
。
今

回
は
入
場
無
料
で
誰
で
も
参
加
し
や

す
く
、
来
場
者
は
音
楽
ラ
イ
ブ
や
地

元
グ
ル
メ
を
満
喫
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
音
江
イ
ル
ム
太

鼓
や
Ｄ
Ｊ 

Ｍ
Ａ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ら
が

出
演
。
迫
力
あ
る
演
奏
と
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
で
会
場
を
盛
り
上
げ
た
。
ま

た
、
こ
め
ッ
ち
と
ク
ラ
ー
ク
博
士
と

の
○×

ク
イ
ズ
な
ど
も
実
施
。
子
ど

も
た
ち
は
元
気
よ
く
答
え
、
楽
し
ん

で
い
た
。

　
飲
食
ブ
ー
ス
に
は
、
深
川
市
内
や

道
内
各
地
か
ら
飲
食
店
が
出
店
し
、

来
場
者
は
思
い
思
い
の
グ
ル
メ
を
味

わ
っ
た
。
な
か
で
も
「
の
う
お
ん
亭
」

で
は
、
豚
汁
や
飲
料
の
ほ
か
、
当
Ｊ

Ａ
青
年
部
深
川
支
部
ら
が
炊
き
た
て

の
新
米
を
来
場
者
に
笑
顔
で
販
売
し

た
。
ほ
か
に
も
、
当
Ｊ
Ａ
青
果
部
の

ミ
ニ
ト
マ
ト
や
り
ん
ご
な
ど
の
販
売

も
好
評
だ
っ
た
。

　
会
場
は
終
日
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
多
く
来
場
者
で
賑
わ
っ
て
い
た
。

当
Ｊ
Ａ
は
今
後
も
、
地
元
農
産
物
の

魅
力
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
地
域

と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
く
。

【
営
農
企
画
課
　
坪
】

北
竜
ひ
ま
わ
り
ラ
イ
ス

新
米
大
感
謝
祭
　
開
催

道
の
駅
ラ
イ
ス
ラ
ン
ド

ふ
か
が
わ

大
収
穫
祭
　
開
催

雨
竜
町
の
秋
の
味
覚
を

秋
の
大
収
穫
感
謝
祭
・

新
米
祭
り
２
０
２
６

開
催

音
楽
と
食
を
満
喫 

「
ｎ
ｏ
ｕ
ｏ
ｎ
の
休
日
」

開
催
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駅
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」
で
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取
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。
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２
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、
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を
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。
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先
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５
０
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取
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岸
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蠣
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催
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ｏ
ｎ
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２
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。
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。
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Ｘ
Ｘ
Ｘ
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Ｎ
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イ
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Ａ
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Ａ
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や
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。
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、
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で
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当
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Ａ
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元
農
産
物
の

魅
力
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
地
域

と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
く
。

【
営
農
企
画
課
　
坪
】

北
竜
ひ
ま
わ
り
ラ
イ
ス

新
米
大
感
謝
祭
　
開
催

道
の
駅
ラ
イ
ス
ラ
ン
ド

ふ
か
が
わ

大
収
穫
祭
　
開
催

雨
竜
町
の
秋
の
味
覚
を

秋
の
大
収
穫
感
謝
祭
・

新
米
祭
り
２
０
２
６
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催
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催
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子
ど
も
達
の
農
業
体
験
記

子
ど
も
達
の
農
業
体
験
記

　
北
光
保
育
園
の
園
児
13
人
と
音
江

中
央
保
育
園
の
園
児
７
人
が
生
長
を

見
守
り
な
が
ら
育
て
て
き
た
バ
ケ
ツ

稲
の
脱
穀
と
籾
摺
り
体
験
を
し
た
。

　
脱
穀
に
は
、
昔
な
が
ら
の
農
具
「
千

歯
こ
き
」
を
使
用
。
初
め
て
見
る
道

具
に
園
児
た
ち
は
興
味
津
々
の
中
、

稲
穂
を
一
束
ず
つ
引
き
な
が
ら
脱
穀

に
挑
戦
し
た
。

　
稲
穂
が
な
か
な
か
抜
け
な
い
お
友

達
に
は
「
頑
張
れ
！
」
と
元
気
い
っ

ぱ
い
に
声
援
が
送
ら
れ
、
み
ん
な
で

応
援
し
な
が
ら
脱
穀
作
業
を
進
め
た
。

そ
の
後
、
野
球
ボ
ー
ル
と
ザ
ル
を
使

っ
た
籾
摺
り
に
も
挑
戦
し
、
も
み
殻

の
中
か
ら
お
米
が
現
れ
る
と
「
お
米

が
出
て
き
た
！
」
と
喜
ぶ
姿
も
見
ら

れ
た
。

　
春
の
田
植
え
か
ら
籾
摺
り
ま
で
の

工
程
を
体
験
し
た
園
児
た
ち
。
今
後

は
、
自
分
た
ち
で
育
て
た
お
米
を
使

っ
た
お
に
ぎ
り
作
り
を
予
定
し
て
い

る
。

　【
営
農
企
画
課
　
高
桑
】

　
北
育
ち
元
気
村
花
き
生
産
組
合 

音

江
支
部
が
深
川
市
立
音
江
小
学
校
４

年
生
12
人
を
対
象
に
「
花
育
授
業
」

を
実
施
。
今
年
で
８
年
目
と
な
る
授

業
で
は
、田
中
亮
嗣
さ
ん（
音
江
地
区
）

の
圃
場
で
ス
タ
ー
チ
ス
の
収
穫
作
業

を
体
験
。
そ
の
後
、
同
小
学
校
の
ホ

ー
ル
に
大
き
な
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
を
制
作
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
ト
ル
コ
キ
キ
ョ
ウ
や

ダ
リ
ア
な
ど
約
20
品
目
の
花
々
を
使

用
し
、
各
々
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
行

っ
た
。
仕
上
げ
に
、
深
川
市
の
特
産

品
で
あ
り
、
現
在
音
江
の
４
戸
が
生

産
す
る
希
少

な
『
よ
し
の

鈴
バ
ラ
』
を

飾
っ
た
。

　
参
加
し
た
児
童
た
ち
か
ら
は
「
深

川
の
特
産
品
が
、
音
江
だ
け
で
育
て

ら
れ
て
い
る
の
は
知
ら
な
か
っ
た
」

と
驚
き
の
声
が
あ
が
っ
た
。
同
組
合

音
江
支
部
の
内
藤
敬
人
支
部
長
は
「
子

ど
も
達
に
は
、
今
回
使
用
し
た
花
の

す
べ
て
が
音
江
で
育
て
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
学
ん
で
ほ
し
い
。
特
に
『
よ

し
の
鈴
バ
ラ
』
は
現
在
音
江
の
み
が

出
荷
し
て
い
る
花
。
花
に
触
れ
興
味

を
も
つ
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
」
と
話

す
。

　
ま
た
、
同
生
産
組
合
の
会
員
が
３

種
類
の
花
を
使
用
し
た
花
束
を
作
り

全
校
児
童
に
贈
呈
し
た
。

　【
営
農
企
画
課
　
戸
島
】

　
９
月
上
旬
か
ら
、
深
川
市
内
小
学
校
６
校
に

よ
る
稲
刈
り
体
験
学
習
が
開
催
さ
れ
た
。
５
月

下
旬
に
、
小
学
生
自
ら
田
ん
ぼ
に
植
え
た
苗
が

生
長
し
、
無
事
に
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
当
日
は
組
合
員
宅
、
深
川
市
農
業
セ
ン
タ
ー

の
圃
場
で
市
職
員
や
組
合
員
、
青
年
部
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
、
児
童
た
ち
は
鎌
を
手
に
１
株

ず
つ
丁
寧
に
稲
を
刈
り
取
っ
た
。
慣
れ
な
い
手

つ
き
な
が
ら
も
一
生
懸
命
に
刈
り
取
っ
た
稲
を

束
ね
て
結
び
、
稲
を
乾
か
す
た
め
の
稲
架
掛
け

ま
で
を
体
験
し
た
。

　
ま
た
、
北
新
小
学
校
は
令
和
９
年
に
一
已
小

学
校
と
統
合
す
る
た
め
、
同
小
で
行
う
稲
刈
り

は
最
後
。
体
験
を
終
え
た
同
小
の
児
童
た
ち
は

「
稲
刈
り
楽
し
か
っ
た
」「
稲
を
束
に
す
る
の
難

し
か
っ
た
」「
北
新
小
学
校
最
後
の
稲
刈
り
体

験
が
で
き
て
良
か
っ
た
」
と
感
想
を
元
気
よ
く

語
っ
た
。

　
今
回
の
体
験
を
通
し
て
、
児
童
た
ち
は
食
の

大
切
さ
や
農
業
の
大
変
さ
を
学
ぶ
貴
重
な
機
会

と
な
っ
た
。

【
営
農
企
画
課
　
戸
島
】

市
内
保
育
園
児
が

バ
ケ
ツ
稲
の

脱
穀
・
籾
摺
り
を
体
験

9/24・25

音
江
小
学
校
で
花
育
授
業

地
元
の
花
と
触
れ
合
う

9/30

深
川
市
の
小
学
校

稲
刈
り
体
験
学
習
！

９月７日　一已小学校（農業センター）９月７日　一已小学校（農業センター） ９月９日　音江小学校（農業センター）９月９日　音江小学校（農業センター）

９月９日　深川小学校（農業センター）９月９日　深川小学校（農業センター） ９月18日　北新小学校（松本孝一氏圃場）９月18日　北新小学校（松本孝一氏圃場）

９月24 日　多度志小学校（川端健太氏圃場）９月24 日　多度志小学校（川端健太氏圃場） ９月25 日　納内小学校（㈱岡田ファーム圃場）９月25 日　納内小学校（㈱岡田ファーム圃場）
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子
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子
ど
も
達
の
農
業
体
験
記

　
北
光
保
育
園
の
園
児
13
人
と
音
江

中
央
保
育
園
の
園
児
７
人
が
生
長
を

見
守
り
な
が
ら
育
て
て
き
た
バ
ケ
ツ

稲
の
脱
穀
と
籾
摺
り
体
験
を
し
た
。

　
脱
穀
に
は
、
昔
な
が
ら
の
農
具
「
千

歯
こ
き
」
を
使
用
。
初
め
て
見
る
道

具
に
園
児
た
ち
は
興
味
津
々
の
中
、

稲
穂
を
一
束
ず
つ
引
き
な
が
ら
脱
穀

に
挑
戦
し
た
。

　
稲
穂
が
な
か
な
か
抜
け
な
い
お
友

達
に
は
「
頑
張
れ
！
」
と
元
気
い
っ

ぱ
い
に
声
援
が
送
ら
れ
、
み
ん
な
で

応
援
し
な
が
ら
脱
穀
作
業
を
進
め
た
。

そ
の
後
、
野
球
ボ
ー
ル
と
ザ
ル
を
使

っ
た
籾
摺
り
に
も
挑
戦
し
、
も
み
殻

の
中
か
ら
お
米
が
現
れ
る
と
「
お
米

が
出
て
き
た
！
」
と
喜
ぶ
姿
も
見
ら

れ
た
。

　
春
の
田
植
え
か
ら
籾
摺
り
ま
で
の

工
程
を
体
験
し
た
園
児
た
ち
。
今
後

は
、
自
分
た
ち
で
育
て
た
お
米
を
使

っ
た
お
に
ぎ
り
作
り
を
予
定
し
て
い

る
。

　【
営
農
企
画
課
　
高
桑
】

　
北
育
ち
元
気
村
花
き
生
産
組
合 

音

江
支
部
が
深
川
市
立
音
江
小
学
校
４

年
生
12
人
を
対
象
に
「
花
育
授
業
」

を
実
施
。
今
年
で
８
年
目
と
な
る
授

業
で
は
、田
中
亮
嗣
さ
ん（
音
江
地
区
）

の
圃
場
で
ス
タ
ー
チ
ス
の
収
穫
作
業

を
体
験
。
そ
の
後
、
同
小
学
校
の
ホ

ー
ル
に
大
き
な
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
を
制
作
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
ト
ル
コ
キ
キ
ョ
ウ
や

ダ
リ
ア
な
ど
約
20
品
目
の
花
々
を
使

用
し
、
各
々
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
行

っ
た
。
仕
上
げ
に
、
深
川
市
の
特
産

品
で
あ
り
、
現
在
音
江
の
４
戸
が
生

産
す
る
希
少

な
『
よ
し
の

鈴
バ
ラ
』
を

飾
っ
た
。

　
参
加
し
た
児
童
た
ち
か
ら
は
「
深

川
の
特
産
品
が
、
音
江
だ
け
で
育
て

ら
れ
て
い
る
の
は
知
ら
な
か
っ
た
」

と
驚
き
の
声
が
あ
が
っ
た
。
同
組
合

音
江
支
部
の
内
藤
敬
人
支
部
長
は
「
子

ど
も
達
に
は
、
今
回
使
用
し
た
花
の

す
べ
て
が
音
江
で
育
て
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
学
ん
で
ほ
し
い
。
特
に
『
よ

し
の
鈴
バ
ラ
』
は
現
在
音
江
の
み
が

出
荷
し
て
い
る
花
。
花
に
触
れ
興
味

を
も
つ
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
」
と
話

す
。

　
ま
た
、
同
生
産
組
合
の
会
員
が
３

種
類
の
花
を
使
用
し
た
花
束
を
作
り

全
校
児
童
に
贈
呈
し
た
。

　【
営
農
企
画
課
　
戸
島
】

　
９
月
上
旬
か
ら
、
深
川
市
内
小
学
校
６
校
に

よ
る
稲
刈
り
体
験
学
習
が
開
催
さ
れ
た
。
５
月

下
旬
に
、
小
学
生
自
ら
田
ん
ぼ
に
植
え
た
苗
が

生
長
し
、
無
事
に
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
当
日
は
組
合
員
宅
、
深
川
市
農
業
セ
ン
タ
ー

の
圃
場
で
市
職
員
や
組
合
員
、
青
年
部
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
、
児
童
た
ち
は
鎌
を
手
に
１
株

ず
つ
丁
寧
に
稲
を
刈
り
取
っ
た
。
慣
れ
な
い
手

つ
き
な
が
ら
も
一
生
懸
命
に
刈
り
取
っ
た
稲
を

束
ね
て
結
び
、
稲
を
乾
か
す
た
め
の
稲
架
掛
け

ま
で
を
体
験
し
た
。

　
ま
た
、
北
新
小
学
校
は
令
和
９
年
に
一
已
小

学
校
と
統
合
す
る
た
め
、
同
小
で
行
う
稲
刈
り

は
最
後
。
体
験
を
終
え
た
同
小
の
児
童
た
ち
は

「
稲
刈
り
楽
し
か
っ
た
」「
稲
を
束
に
す
る
の
難

し
か
っ
た
」「
北
新
小
学
校
最
後
の
稲
刈
り
体

験
が
で
き
て
良
か
っ
た
」
と
感
想
を
元
気
よ
く

語
っ
た
。

　
今
回
の
体
験
を
通
し
て
、
児
童
た
ち
は
食
の

大
切
さ
や
農
業
の
大
変
さ
を
学
ぶ
貴
重
な
機
会

と
な
っ
た
。

【
営
農
企
画
課
　
戸
島
】

市
内
保
育
園
児
が

バ
ケ
ツ
稲
の

脱
穀
・
籾
摺
り
を
体
験

9/24・25

音
江
小
学
校
で
花
育
授
業

地
元
の
花
と
触
れ
合
う

9/30

深
川
市
の
小
学
校

稲
刈
り
体
験
学
習
！

９月７日　一已小学校（農業センター）９月７日　一已小学校（農業センター） ９月９日　音江小学校（農業センター）９月９日　音江小学校（農業センター）

９月９日　深川小学校（農業センター）９月９日　深川小学校（農業センター） ９月18日　北新小学校（松本孝一氏圃場）９月18日　北新小学校（松本孝一氏圃場）

９月24 日　多度志小学校（川端健太氏圃場）９月24 日　多度志小学校（川端健太氏圃場） ９月25 日　納内小学校（㈱岡田ファーム圃場）９月25 日　納内小学校（㈱岡田ファーム圃場）
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き
た
そ
ら
ち
レ
ポ
ー
ト

き
た
そ
ら
ち
レ
ポ
ー
ト

9/11

9/24・25

　
田
中
昌
幸
深
川
市
長
に
よ
る
深
川
市
内

検
査
場
の
巡
回
視
察
及
び
、
表
敬
訪
問
が

行
わ
れ
た
。田
中
市
長
、近
沢
弘
幸
議
長
、

普
及
セ
ン
タ
ー
の
石
村
博
之
支
所
長
な
ど

が
当
Ｊ
Ａ
の
市
内
集
荷
施
設
で
令
和
８
年

産
米
の
集
荷
状
況
な
ど
を
確
認
し
た
。

　
深
川
マ
イ
ナ
リ
ー
で
は
、
深
川
支
所
の

職
員
が
令
和
８
年
産
米
に
お
け
る
生
育
状

況
や
タ
ン
パ
ク
値
な
ど
の
概
要
、
集
荷
作

業
の
進
捗
状
況
な
ど
を
報
告
。

　
そ
の
後
、
田
中
市
長
ら
は
稼
働
中
の
施

設
内
に
入
り
、Ｊ
Ａ
職
員
に
よ
る
下
見
検

査
を
視
察
し
た
。

　
深
川
マ
イ
ナ
リ
ー
視
察
後
、
管
内
検
査

場
を
巡
回
。
視
察
を
行
っ
た
検
査
場
で
は

管
内
組
合
員
と
令
和
８
年
度
産
米
の
生
育

状
況
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
た
。
田
中

市
長
は
「
美
味
し
い
ふ
か
が
わ
米
を
食
べ

ら
れ
る
の
が
楽
し
み
。
た
く
さ
ん
の
方
に

今
年
の
ふ
か
が
わ
米
を
食
べ
て
い
た
だ
け

れ
ば
」
と
話
す
。【

営
農
企
画
課
　
戸
島
】

　
９
月
24
日
と
25
日
の
２
日
間
、
深
川
市

内
小
学
校
２
校
で
ス
マ
ー
ト
農
業
の
体
験

学
習
を
行
っ
た
。

　
こ
の
体
験
は
、
農
業
の
最
先
端
技
術
に

触
れ
、
子
ど
も
た
ち
に
農
業
の
魅
力
や
未

来
の
可
能
性
を
伝
え
る
こ
と
が
目
的
。
当

Ｊ
Ａ
と
各
関
係
機
関
の
協
力
に
よ
り
実
現

し
た
。

　
24
日
に
は
納
内
小
学
校
５
・
６
年
生
14

人
、
25
日
に
は
一
已
小
学
校
５
年
生
42
人

を
対
象
に
（
株
）
岡
田
フ
ァ
ー
ム
が
導
入

し
て
い
る
キ
ュ
ウ
リ
自
動
収
穫
ロ
ボ
ッ
ト

の
「
遠
隔
操
作
に
よ
る
収
穫
体
験
」
を
実

施
。
児
童
た
ち
は
学
校
の
教
室
か
ら
タ
ブ

レ
ッ
ト
で
、
約
８
キ
ロ
離
れ
た
農
場
の
ロ

ボ
ッ
ト
を
遠
隔
操
作
し
て
、
キ
ュ
ウ
リ
を

収
穫
し
た
。

　
実
際
に
体
験
し
た
児
童
は
「
Ｕ
Ｆ
Ｏ
キ

ャ
ッ
チ
ャ
ー
み
た
い
」「
収
穫
で
き
て
う

れ
し
い
」
な
ど
楽
し
み
な
が
ら
、
未
来
の

農
業
を
学
ん
だ
。

　【
青
果
部
　
宇
野
】

田
中
深
川
市
長
が

市
内
検
査
場
を
巡
回
視
察

市
内
小
学
生
が

Ａ
Ｉ
収
穫
ロ
ボ
ッ
ト
で

未
来
の
農
業
を
体
験

（6）（6）ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち



10/9

10/8

　
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
女
性
大
学
カ
レ
ッ
ジ

あ
み
て
ぃ
え
６
期
生
の
第
４
講
が
当
Ｊ
Ａ

本
所
で
開
催
さ
れ
、
14
人
が
出
席
し
た
。

　
第
４
講
は
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
の
一

つ
で
あ
る
「
ボ
ッ
チ
ャ
」
を
体
験
。「
ボ
ッ

チ
ャ
」
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
発
祥
の
ス
ポ
ー
ツ

で
、
重
度
脳
性
麻
痺
者
や
四
肢
機
能
障
害

者
の
た
め
に
考
案
さ
れ
た
。
現
在
は
年
齢
、

性
別
、
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
誰
も
が

楽
し
め
る
競
技
と
し
て
普
及
し
て
い
る
。

　
参
加
者
は
４
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
白
い

目
標
球
（
ジ
ャ
ッ
ク
ボ
ー
ル
）
に
チ
ー
ム

カ
ラ
ー
の
ボ
ー
ル
を
ど
れ
だ
け
近
付
け
ら

れ
る
か
で
得
点
を
競
う
。
今
回
は
立
っ
て

行
う
「
立

位
」
で
ゲ

ー
ム
を
行

っ
た
。

　
ゲ
ー
ム
が
始
ま
る
と
、
目
標
球
に
向
か

っ
て
投
げ
る
だ
け
で
な
く
、
別
チ
ー
ム
の

ボ
ー
ル
を
狙
っ
て
目
標
球
か
ら
遠
ざ
け
る

な
ど
、
チ
ー
ム
で
戦
略
を
話
し
合
い
な
が

ら
交
流
を
深
め
た
。

　
優
勝
し
た
チ
ー
ム
に
は
景
品
と
し
て
深

川
市
・
雨
竜
町
・
北
竜
町
の
新
米
各
３
０

０ｇ
、
ほ
か
の
チ
ー
ム
に
は
き
た
そ
ら
ち

産
の
き
た
ほ
な
み
を
使
っ
た
う
ど
ん
（
乾

麺
）
を
贈
呈
。

　
参
加
者
は
「
同
じ
チ
ー
ム
の
人
と
話
し

合
っ
て
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
と

て
も
楽
し
か
っ
た
」「
狙
い
通
り
に
い
か

な
か
っ
た
が
、
初
め
て
体
験
し
て
楽
し
さ

を
知
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」
と
話

し
た
。

【
営
農
企
画
課
　
石
野
】

　
一
已
中
学
校
３
年
生
50
人
が
総
合
的
な

学
習
の
時
間
を
活
用
し
、
農
業
や
食
へ
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
サ
ツ
マ

イ
モ
の
収
穫
作
業
を
体
験
し
た
。

　
こ
の
日
生
徒
た
ち
は
、
当
Ｊ
Ａ
青
果
部

職
員
の
指
導
の
も
と
、
生
長
し
た
サ
ツ
マ

イ
モ
を
収
穫
す
る
た
め
に
ツ
ル
を
鎌
で
根

元
か
ら
切
り
、
ス
コ
ッ
プ
で
土
盛
り
し
た

圃
場
を
掘
り
起
こ
し
た
。

　
収
穫
さ
れ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
に
は
重
さ
２

㎏
を
超
え
る
も
の
が
あ
り
、
ず
っ
し
り
と

し
た
大
き
な
サ
ツ
マ
イ
モ
を
手
に
し
た
生

徒
か
ら
は
驚
き
の
声
が
上
が
っ
た
。ま
た
、

収
穫
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
は
大
小
さ
ま
ざ
ま

な
サ
イ
ズ
で
、Ｊ
Ａ
職
員
か
ら
苗
の
植
え

方
が
要
因
の
一
つ
で
あ
る
と
説
明
を
受
け

た
。
収
穫
の
喜
び
と
生
育
の
難
し
さ
に
つ

い
て
学
ん
だ
生
徒
は
「
サ
ツ
マ
イ
モ
を
傷

つ
け
な
い
よ
う
に
掘
る
の
が
難
し
か
っ

た
。
均
一
に
サ
ツ
マ
イ
モ
を
収
穫
す
る
生

産
者
の
大
変
さ
を
実
感
し
た
」
と
感
想
を

話
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
今
後
、
収
穫
し
た
サ
ツ
マ

イ
モ
を
使
っ
た
調
理
体
験
を
行
う
。

【
営
農
企
画
課
　
戸
島
】

Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
女
性
大
学

カ
レ
ッ
ジ
あ
み
て
ぃ
え
６
期
生

第
４
講
「
ボ
ッ
チ
ャ
体
験
会
」
開
催

食
と
農
を
学
ぶ
　

自
ら
植
え
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
収
穫

ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち（7）（7）
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第
４
回
地
域
農
業
応
援
団
が
開
催
さ
れ

13
人
が
参
加
し
た
。

　
今
回
は
音
江
地
区
の
「
ア
グ
リ
工
房
ま

あ
ぶ
」
で
の
加
工
体
験
、
同
地
区
（
株
）

藤
谷
果
樹
園
で
の
り
ん
ご
狩
り
体
験
な
ど

を
行
っ
た
。

　
加
工
体
験
で
は
、
ま
あ
ぶ
の
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
を
講
師
に
迎
え
、
パ
ン
作
り
に

挑
戦
。
パ
ン
作
り
の
合
間
に
は
、
農
業
振

興
部
営
農
企
画
課
　
石
野
亜
美
職
員
よ
り

Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
女
性
大
学
「
カ
レ
ッ
ジ

あ
み
て
ぃ
え
」
の
活
動
紹
介
を
受
け
、
参

加
者
の
中
に
は
次
年
度
へ
の
参
加
に
意
欲

を
示
す
方
も
い
た
。

　
昼
食
で
は
深
川
産
の
新
米
３
品
種
の
食

べ
比
べ
を
実
施
。
参
加
者
か
ら
は
「
３
品

種
を
食
べ
比
べ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴

が
あ
り
違
い
を
楽
し
め
た
」「
ど
の
お
米

も
美
味
し
く
、生
産
者
の
努
力
を
感
じ
た
」

と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
た
。

　
り
ん
ご
狩
り
体
験
で
は
、
同
果
樹
園
代

表
の
田
川
大
輔
氏
よ
り
園
内
に
栽
培
し
て

い
る
り
ん
ご
の
品
種
や
美
味
し
い
り
ん
ご

の
見
分
け
方
な
ど
説
明
を
受
け
、
参
加
者

は
一
つ
ひ
と
つ
慎
重
に
吟
味
し
な
が
ら
り

ん
ご
を
収
穫
し
た
。

　
参
加
者
は
旬
の
味
覚
を
楽
し
み
な
が
ら

交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、
地
域
農
産
物

へ
の
理
解
を
深
め
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ

た
。

　【
人
事
課
　
墓
田
】

　
深
川
西
高
等
学
校
１
年
生
２
人
が
当
Ｊ

Ａ
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
を
実
施
し

た
。

　
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
は
、
企
業
を
訪

問
し
、
企
業
と
地
域
と
の
繋
が
り
や
企
業

が
取
り
組
む
社
会
課
題
を
知
り
、
社
会
や

地
域
に
つ
い
て
の
学
び
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

　
当
日
は
、
当
Ｊ
Ａ
の
概
要
や
役
割
、
地

域
農
業
の
現
状
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、

農
業
が
地
域
の
暮
ら
し
や
経
済
に
果
た
す

役
割
、
農
業
を
取
り
巻
く
課
題
や
今
後
の

展
望
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。
そ
の
後

は
、農
産
物
直
売
所
ｅ
ｃ
ｉ
Ｒ
へ
移
動
し
、

直
売
所
の
運
営
や
地
元
農
産
物
の
販
売
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、
地
域
農
業
と
消
費

者
を
つ
な
ぐ
取

り
組
み
を
見
学

し
た
。

　
参
加
し
た
生
徒
か
ら
は
「
Ｊ
Ａ
は
農
家

と
の
関
わ
り
だ
け
で
は
な
く
、
信
用
事
業

な
ど
を
通
じ
て
地
域
住
民
と
も
繋
が
っ
て

い
る
組
織
で
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
」
「
農

業
を
取
り
巻
く
課
題
を
考
え
る
き
っ
か
け

と
な
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
で
は
、
今
後
も
地
域
の
学
校
と

の
連
携
を
通
じ
て
、
次
世
代
を
担
う
若
者

の
農
業
理
解
の
促
進
に
努
め
て
い
く
。

　
【
人
事
課
　
墓
田
】

Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち

地
域
農
業
応
援
団
　
第
４
回

〜
パ
ン
作
り
＆
り
ん
ご
狩
り
体
験
〜

深
川
西
高
校
１
年
生

フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
の
実
施

（8）（8）ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち
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当
Ｊ
Ａ
は
広
域
小
麦
・
大
豆
乾
燥
調
製

貯
蔵
施
設
で
、
増
設
工
事
の
起
工
式
を
執

り
行
っ
た
。
こ
の
日
は
、Ｊ
Ａ
職
員
含
め

た
工
事
の
関
係
者
約
70
人
が
出
席
し
玉
串

を
奉
納
。
工
事
の
安
全
を
祈
る
「
鍬
入
れ

の
儀
」
で
は
、
ホ
ク
レ
ン
農
業
協
同
組
合

連
合
会
岩
見
沢
支
所
の
熊
谷
和
也
支
所
長

が
鎌
を
、
当
Ｊ
Ａ
の
岩
田
清
正
組
合
長
が

鍬
を
、（
株
）Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｋ
Ｉ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

の
土
屋
勝
社
長
が
鋤
を
そ
れ
ぞ
れ
盛
砂
に

入
れ
た
。

　
同
施
設
は
、
２
０
１
６
年
か
ら
稼
働
し

て
い
る
が
年
々
、
処
理
面
積
と
小
麦
・
大

豆
の
取
扱
量
が
当
初
計
画
よ
り
も
大
幅
に

増
え
、荷
受
け
待
ち
が
常
態
化
し
て
い
た
。

今
回
の
増
設
工
事
で
は
、
荷
受
け
調
整
設

備
と
小
麦
用
サ
イ
ロ
７
本
の
増
設
を
計
画

し
て
お
り
、
対
象
面
積
が
小
麦
１
８
０
０

ha
・
大
豆
１
１
３
９
ha
と
し
、
処
理
量
は

小
麦
８
０
０
１
ト
ン
・
大
豆
が
２
７
３
４

ト
ン
に
ま
で
能
力
を
高
め
る
。

　
施
主
の
岩
田
組
合
長
は
「
生
産
者
の
皆

さ
ま
が
育
て
た
良
質
な
農
産
物
を
、安
心
・

安
全
・
安
定
的
に
出
荷
で
き
る
施
設
に
し

て
参
り
た
い
」
と
話
す
。

　
総
事
業
費
は
51
億
２
７
０
０
万
円
。
国

の
「
新
基
本
計
画
実
装
・
農
業
構
造
転
換

支
援
事
業
」
を
活
用
し
、
28
年
３
月
の
完

成
を
予
定
す
る
。【

営
農
企
画
課
　
戸
島
】

広
域
小
麦
・
大
豆
乾
燥
調
製
貯

蔵
施
設

　増
設
工
事
の
無
事

を
祈
り
起
工
式
を
執
り
行
う

9/4
　
職
員
向
け
の
経
理
事
務
研
修
会
を
開
催

し
た
。

　
こ
の
研
修
は
、
正
し
い
経
理
処
理
の
積

み
重
ね
に
よ
り
「
組
合
員
の
皆
さ
ま
へ
の

誠
実
さ
」「
正
し
い
経
営
判
断
」「
組
織
と

職
員
を
守
る
内
部
統
制
」「
社
会
的
信
用

と
法
令
遵
守
」に
つ
な
げ
る
こ
と
が
目
的
。

　
簿
記
の
基
本
か
ら
始
ま
り
、
消
費
税
、

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
、
更
に
は
検
証
・
決
裁

時
の
ポ
イ
ン
ト
、
な
ど
実
務
に
沿
っ
た
内

容
で
、
実
務
担
当
者
の
ほ
か
、
決
裁
者
な

ど
、Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
を
含
め
13
か
所
の
拠
点

で
計
40
人
が
参
加
し
た
。

　
講
師
を
務
め
た
梅
村
総
務
経
理
課
長

は
、「
職
員
一
人
ひ
と
り
の
学
び
が
Ｊ
Ａ

の
信
頼
を
支
え
て
る
。
日
々
の
仕
事
を
一

つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
積
み
重
ね
な
が
ら
、
こ

れ
か
ら
も
組
合
員
・
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら

信
頼
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
て
い
き
た

い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

　【
総
務
経
理
課
　
畠
山
】

経
理
事
務
研
修
会
の
開
催

ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち（9）（9）



営業時間変更のお知らせ
【金融共済部】

11月からATMの稼働時間が下記の通りとなります。

【経済部 燃料課】

【道の駅農産物直売所　eciR】

11月からのSSの営業時間は変わらず、下記のままとなります。

SS営業時間（11月～翌年3月）

8:00－18:30

8:00－18:00

セルフ

フ　ル

音　江
深　川

イチヤン
納　内
多度志
北　竜
幌加内

金融共済イチヤン本所
金 融 共 済 深 川 支 所
金 融 共 済 音 江 支 所
金 融 共 済 納 内 支 所
金融共済多度志支所
金 融 共 済 雨 竜 支 所
金 融 共 済 北 竜 支 所
北 竜 町 COCOWA
金融共済幌加内支所

直売所営業時間（11月～翌年3月）

平　日

9:00 ～ 17:30

9:00 ～ 12:00

9:00 ～ 12:00

稼働しません
稼働しません

9:00 ～ 17:00 9:00 ～ 17:00
土曜日 日曜日・祝日

ATM稼働時間（11月～翌年３月）

9:00－17:00

※各店舗（窓口）の営業時間は
＜イチヤン本所、深川支所、雨竜支所、北竜支所、幌加内支所＞　平日9：00 ～ 16：00
＜音江支所、納内支所、多度志支所＞　平日 午前の部 9：00 ～ 11：30　午後の部 12：30 ～ 16：00

(11:30 ～ 12：30は昼休み＜窓口閉鎖＞とさせて頂きます。）
※祝日の影響により営業を休止させていただく場合がございます。
※くわしくは下記までお問合せください。
　金融共済イチヤン本所　TEL:0164-22-6618

11月から直売所の営業時間が下記の通りとなります。

（10）（10）ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち



　

本
稿
を
仕
上
げ
て
い
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
簗

和
生
農
相
が
辞
任
す
る
こ
と
に
な
り
（
10
月

14
日
）、
後
任
は
北
海
道
12
区
選
出
の
武
部

新
衆
議
を
起
用
す
る
方
針
で
あ
る
こ
と
が
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
第
2
次
高
市
改
造
内
閣

の
発
足
が
９
月
17
日
で
、
簗
大
臣
は
1
ヶ
月

も
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。
秋
の
臨
時
国
会
は
10

月
５
日
に
始
ま
り
ま
し
た
が
、
国
会
論
戦
に

も
ほ
と
ん
ど
参
加
し
て
い
ま
せ
ん
。
農
政
は

こ
の
秋
に
重
大
な
局
面
を
迎
え
ま
す
。「
見

直
し
」
を
議
論
す
る
自
民
党
の
部
会
（
農
業

構
造
転
換
推
進
委
員
会
）
は
10
月
９
日
に
初

会
合
を
開
き
、「
新
た
な
水
田
政
策
」
と
「
ゲ

タ
対
策
」
は
11
月
中
の
取
り
ま
と
め
を
目
指

す
と
し
ま
し
た
。
最
大
の
関
心
事
で
あ
る
水

活
見
直
し
（
要
件
・
単
価
）
と
、
畑
作
物
の

ゲ
タ
単
価
の
見
直
し
は
、
11
月
中
に
大
体
の

こ
と
が
決
ま
る
で
し
ょ
う
。「
こ
の
大
事
な

時
に
何
を
や
っ
て
い
る
ん
で
す
か
」
と
言
い

た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
後
任
予
定
の
武
部
衆

議
は
農
林
水
産
副
大
臣
、
自
民
党
農
林
部
会

長
を
歴
任
し
た
農
政
通
で
、
そ
の
手
腕
を
い

か
ん
な
く
発
揮
し
て
く
れ
る
の
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

出
来
秋
を
過
ぎ
、
札
幌
市
内
の
小
売
店
で

も
待
望
の
道
産
米
・
新
米
が
並
べ
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
年
の
作
柄
は
、
10
月
13
日
に
農
水

省
が
公
表
し
た
作
況
調
査
（
９
月
25
日
現
在
）

に
よ
る
と
、
作
柄
表
示
地
帯
別
で
北
空
知
は

１
０
１
（
作
況
単
収
指
数
）、
予
想
収
量
は

５
８
４
kg
（
１
・
90

 

mm
ベ
ー
ス
）
で
し
た
。

去
年
の
確
定
値
が
指
数
96
・
収
量
５
６
４
kg

で
し
た
の
で
、
豊
作
基
調
と
言
っ
て
良
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
た
だ
し
、
問
題
は

価
格
で
す
。
筆
者
が
札
幌
市
内
の
ス
ー
パ
ー

で
「
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
」
産
の
新
米
（
ホ
ク

レ
ン
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
商
品
）
を
初
め
て
見
か

け
た
の
は
10
月
９
日
で
し
た
が
、
な
な
つ
ぼ

し
精
米
５
kg
（
無
洗
米
で
は
な
い
）
で
３
，

１
８
０
円
（
税
込
３
，
４
３
５
円
）
で
し

た
。
こ
れ
が
最
前
列
に
並
べ
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
奥
の
棚
に
は
７
年
産
米
が
置
か
れ
て

い
ま
し
た
。
さ
す
が
に
同
じ
ア
イ
テ
ム
の
前

年
産
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
深
川
産
・

特
別
栽
培
米
な
な
つ
ぼ
し
」
と
「
Ｊ
Ａ
き
た

そ
ら
ち
産
・
え
み
ま
る
」
は
ど
ち
ら
も
３
，

９
８
０
円
（
税
込
４
，
２
９
９
円
）
で
し
た
。

完
全
に
「
新
古
逆
転
」
現
象
で
す
。

　

こ
の
事
態
を
招
い
て
い
る
の
は
、
現
在
の

米
「
過
剰
」
の
状
況
で
す
。
筆
者
は
必
ず
「
」

を
付
け
て
過
剰
の
言
葉
を
使
う
よ
う
に
し
て

い
ま
す
が
、
思
い
は
ふ
た
つ
あ
り
ま
す
。
ひ

と
つ
は
、
世
界
全
体
を
見
渡
す
と
、
食
料
は

決
し
て
過
剰
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
連
機
関

の
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
発
表
に
よ
る
と
、
２
０
２
５
年

に
は
世
界
人
口
の
25
・
８
％
に
あ
た
る
21
億

人
が
「
中
程
度
ま
た
は
重
度
の
食
料
不
安
」

に
直
面
し
て
お
り
、
深
刻
な
状
況
は
変
わ
っ

て
い
ま
せ
ん
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
こ
の
３
～

４
年
の
間
で
も
日
本
の
米
需
給
は
「
不
足
」

と
「
過
剰
」
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
構
造
的

な
「
過
剰
」
と
言
え
る
状
況
で
は
な
い
こ
と

で
す
。
こ
の
先
を
見
通
す
と
、
米
業
界
は
む

し
ろ
構
造
的
な
「
不
足
」
を
危
惧
し
て
い
ま

す
。
農
水
省
も
気
に
し
て
い
る
「
担
い
手
の

急
減
」
予
想
が
そ
の
背
景
で
す
が
、
米
卸
の

業
界
団
体
で
あ
る
全
米
販
も
「
２
０
３
０
年

代
に
は
国
内
需
要
量
を
国
産
だ
け
で
は
賄
い

き
れ
な
く
な
る
可
能
性
」
を
指
摘
し
て
い
ま

す
（「
米
穀
流
通
２
０
４
０
ビ
ジ
ョ
ン
」）。

　

筆
者
は
今
の
状
況
を
楽
観
視
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
で
す
が
、
現
在
の
米
「
過
剰
」

は
一
時
的
な
現
象
で
あ
り
、も
ろ
も
ろ
の
「
出

口
対
策
」（
政
府
在
庫
の
積
み
増
し
等
）
を

打
て
ば
済
む
話
で
す
。
む
し
ろ
こ
れ
か
ら
は
、

少
な
い
数
の
生
産
者
で
米
を
き
ち
ん
と
作
り

続
け
る
仕
組
み
を
ど
う
維
持
し
て
い
く
か
、

そ
の
基
本
問
題
に
農
協
は
ど
う
関
わ
っ
て
い

く
か
、
そ
の
こ
と
に
注
力
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

例
年
で
す
と
10
月
に
政
府
の
審
議
会
（
食
糧

部
会
）
が
開
か
れ
て
来
年
の
需
給
見
通
し
が

立
て
ら
れ
ま
す
が
、
目
先
の
状
況
に
惑
わ
さ

れ
ず
に
、
水
田
農
業
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
（
潜

在
生
産
力
）
の
維
持
に
つ
な
が
る
よ
う
な
計

画
が
出
て
く
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

米
「
過
剰
」
は
一
時
的
な
現
象

１
９
６
７
年 

札
幌
市
生
ま
れ
。
北
海
道
大

学
大
学
院
農
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修

了
。
博
士
（
農
学
）。
秋
田
県
立
農
業
短
期

大
学
、
秋
田
県
立
大
学
生
物
資
源
科
学
部

を
経
て
、
２
０
０
４
年
北
海
道
大
学
大
学

院
農
学
研
究
院
助
手
。
助
教
、
講
師
、
准

教
授
を
経
て
、
２
０
２
１
年
よ
り
現
職
。

東
山
寛
の

「
協
同
ノ
ー
ト
」

北
海
道
大
学
大
学
院

農
学
研
究
院　
教
授

東
山　
　
寛

第
５
回

ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち（11）（11）



　昭和22年11月19日に農業協同組合法が公布されてから79年を迎えます。

　戦後の食糧不足のなか、農業者自らが力を合わせ、農業生産の向上と農業者の地位向上を図

るために農業協同組合が誕生しました。

　以来、ＪＡは自主・自立、民主的運営、そして相互扶助の精神を礎に、組合員の営農と暮らし

を支え、地域社会の発展に貢献してきました。

　一方で、現在の農業・農村を取り巻く環境は大きな変革期にあります。気候変動による自然

災害の激甚化や資材価格の高騰、人口減少による担い手・労働力不足、さらには世界的な食料

需給の不安定化など、私たちは多くの課題に直面しています。

　こうした時代だからこそ、協同組合の原点に立ち返り、組合員・役職員が心を一つにして行

動する「結集力」がこれまで以上に求められています。

　第31回ＪＡ北海道大会では、「力強い農業」と「豊かな魅力ある地域社会」の実現を将来ビ

ジョンとして掲げました。その実現に向けては、組合員・ＪＡ・連合会がそれぞれの役割を果た

しながら、実践を積み重ねていくことが重要です。　

　10月16日に開催したＪＡ北海道大会実践フォーラムでは、「結集力」をキーワードに各地

の実践事例や課題を共有し、組織全体の機運を高めるとともに、「ひとを育み、ひとと歩む」と

いう視点のもと、人づくりと協同の輪をさらに広げてまいります。

　また、国際協同組合年を契機として高まった協同組合への期待を未来へつなげるためにも、

農業・食・ＪＡの価値を地域と共有し、次世代へ引き継いでいかなければなりません。私たち

一人ひとりが協同組合の担い手として対話を深め、地域住民とのつながりを強めることが、持

続可能な北海道農業と地域社会の礎となります。

　ＪＡグループ北海道は、これからも組合員・役職員の皆さんとの対話を大切にしながら、協

同組合の理念と精神を組織結集力につなげ、組合員の皆さまが将来に夢と希望を持って営農と

生活を続けられる環境づくりに全力で取り組んでまいります。農協法公布記念日にあたり、協

同の力への誇りと感謝を胸に、皆さまとともに未来を切り拓いていくことをお誓い申し上げ、

メッセージといたします。

農協法公布記念日にあたっての
組合員・役職員の皆さんへのメッセージ

北海道農業協同組合中央会
代表理事会長　　樽　井　　　功

（12）（12）ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち



小
児
に
関
す
る
ネ
ッ
ト
依
存
、ゲ
ー
ム
依
存

津
田
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
　院
長

津
　田 

尚
　也

　

今
回
は
小
児
に
関
す
る
ネ
ッ
ト
依
存
、
ゲ
ー
ム
依
存
に
つ

い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〈
依
存
症
に
な
っ
て
し
ま
う
要
素
〉

　

依
存
に
陥
っ
て
し
ま
う
要
素
が
３
つ
あ
り
ま
す
。

　

１
：
楽
し
い
、２
：
飽
き
な
い
、３
：
疲
れ
な
い
、
の
３
つ
で
す
。

　
「
勉
強
依
存
」
な
ん
て
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
勉

強
は
あ
ま
り
楽
し
く
な
い
し
、
長
く
続
け
る
と
疲
れ
る
し
、

飽
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
と
い
う
こ
と
で
勉
強
は
依
存
症

に
な
る
可
能
性
が
低
い
で
す
。

　

ゲ
ー
ム
や
ネ
ッ
ト
、
パ
チ
ン
コ
な
ど
を
考
え
て
み
る
と
ど

う
で
し
ょ
う
か
。
楽
し
い
し
、
全
然
飽
き
な
い
し
、
時
間
が

い
く
ら
経
過
し
て
も
疲
れ
な
い
な
ど
、
依
存
に
陥
り
や
す
い

要
素
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
ま
す
。

〈
ネ
ッ
ト
依
存
や
ゲ
ー
ム
依
存
が
増
え
て
き
た
理
由
〉

　

現
代
社
会
は
ど
ん
ど
ん
ス
ト
レ
ス
の
多
い
世
界
と
な
り
、

充
足
感
の
得
ら
れ
に
く
い
時
代
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
学
校
の
宿
題
や
習
い
事
、
塾
や
受
験
勉
強
で
忙
し

い
の
に
、
学
歴
だ
け
で
は
将
来
が
保
障
さ
れ
な
い
社
会
に
な

っ
て
き
た
た
め
、
将
来
の
ゴ
ー
ル
が
見
え
づ
ら
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
に
加
え
、
部
活
動
や
習
い
事
で
忙
し
い
に
も

関
わ
ら
ず
、
活
動
範
囲
が
広
が
れ
ば
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
や
り
取
り

な
ど
が
増
え
、
１
日
中
気
が
休
ま
ら
な
く
な
り
ま
す
。
そ
ん

な
世
の
中
に
登
場
し
た
の
が
ネ
ッ
ト
・
ス
マ
ホ
で
す
。
こ
れ

ら
が
手
軽
な
ス
ト
レ
ス
解
消
法
に
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
れ
自

身
が
「
生
活
の
中
心
」
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

〈
ネ
ッ
ト
利
用
の
低
年
齢
化
〉

　

ネ
ッ
ト
利
用
の
定
年
化
が
加
速
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
４

年
に
行
わ
れ
た
こ
ど
も
家
庭
庁
の
調
査
に
よ
る
と
、
２
歳
児

の
ネ
ッ
ト
利
用
率
は
58
・
８
％
、
６
歳
児
の
利
用
率
は
80
・

９
％
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ス
マ
ホ
の
使
用
に
関
し
て
も
低

年
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
ス
マ
ホ
デ
ビ
ュ
ー
す
る
時
期
の
年

齢
第
１
位
は
小
学
校
６
年
で
し
た
。

〈
ネ
ッ
ト
利
用
の
長
時
間
化
〉

　

利
用
の
長
時
間
化
も
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
前

述
し
た
こ
ど
も
家
庭
庁
の
同
調
査
に
よ
る
と
、
ネ
ッ
ト
利
用

の
平
均
時
間
は
、
10
歳
以
上
の
小
学
生
で
２
２
６
分
、
中
学

生
で
２
８
２
分
、
高
校
生
に
至
っ
て
は
３
７
４
分
と
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
一
般
的
な
高
校
生
は
毎
日
６
時
間
以
上
利
用
し

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

長
時
間
利
用
の
弊
害
は
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
に
先
進
国
29
か
国
で
調
査
し
た
結
果
、
パ
ソ
コ

ン
・
ネ
ッ
ト
利
用
時
間
が
長
け
れ
ば
長
い
ほ
ど
学
力
が
低
下

す
る
と
い
う
事
実
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
時
間
利
用
問
題
に
追
い
討
ち
を
か
け
た
の
が
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
騒
動
」
で
す
。
か
な
り
の
期
間
、
日
本

中
で
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
時
間
を
持
て
余
し

た
結
果
、
ネ
ッ
ト
利
用
す
る
時
間
が
急
激
に
伸
び
て
し
ま
い

ま
し
た
。

〈
ゲ
ー
ム
障
害
と
は
〉

　

２
０
１
９
年
５
月
、
世
界
保
健
機
構
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
発
表

し
た
国
際
疾
病
分
類
11
版
（
Ｉ
Ｃ
Ｄ
11
）
の
中
に
「
ゲ
ー
ム

障
害
」
と
い
う
疾
患
が
初
め
て
定
義
さ
れ
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム

障
害
を
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
と
同
様
の
行
動
嗜
癖
疾
患
と
し
て

認
定
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
定
め
た
診
断
基
準
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

１
：
ゲ
ー
ム
の
回
数
や
時
間
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い

　

２
：
日
常
生
活
よ
り
も
ゲ
ー
ム
を
優
先
す
る

　

３
：
健
康
な
ど
に
問
題
が
起
き
て
も
ゲ
ー
ム
を
続
け
る

４
：
家
族
や
社
会
、
学
習
、
仕
事
に
重
大
な
支
障
が
生
じ

て
い
る

　

大
人
の
診
断
基
準
は
「
こ
の
状
態
が
１
年
以
上
続
く
」
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
小
児
に
関
し
て
は
も
う
少
し
短
い
期
間

で
も
診
断
し
て
い
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ゲ
ー
ム
障
害
は
脳
の
一
部
が
損
傷
し
て
い
る
こ
と
も
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
前
頭
前
野
の
機
能
低
下
、
依
存
に
対
す
る

脳
の
過
剰
反
応
、
報
酬
の
欠
乏
に
よ
り
強
い
刺
激
を
求
め
る

反
応
が
増
加
す
る
こ
と
な
ど
が
言
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
覚

醒
剤
や
麻
薬
に
よ
る
薬
物
依
存
と
同
様
の
脳
の
変
化
で
す
。

脳
の
障
害
部
位
か
ら
考
え
る
と
、
ゲ
ー
ム
障
害
と
薬
物
依
存

は
同
じ
機
序
で
起
こ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

〈
子
ど
も
に
与
え
る
悪
影
響
〉

　

ま
だ
発
達
の
途
中
段
階
に
お
け
る
子
ど
も
に
対
し
、
依
存

症
が
も
た
ら
す
健
康
被
害
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
慢
性
的

な
睡
眠
不
足
、
自
律
神
経
の
発
達
不
全
（
興
奮
が
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
で
き
な
い
、
キ
レ
や
す
い
）、
目
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
（
視

力
低
下
、
急
性
内
斜
視
）、
ス
マ
ホ
難
聴
、
ス
ト
レ
ー
ト
ネ

ッ
ク
（
慢
性
的
な
首
の
痛
み
や
肩
こ
り
）、
ス
マ
ホ
腱
鞘
炎

な
ど
、
数
多
く
報
告
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
短
時
間
利
用
で

も
発
症
し
た
り
、
悪
影
響
が
出
る
そ
う
で
す
。

〈
こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
る
対
応
〉

　

今
の
子
ど
も
た
ち
の
10
年
、
20
年
後
の
暮
ら
し
を
想
像
す

る
時
、
デ
ジ
タ
ル
機
器
が
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
世
界
を

思
い
描
く
の
は
ほ
ぼ
不
可
能
で
す
。
仕
事
も
家
庭
生
活
も
趣

味
も
、
お
そ
ら
く
今
よ
り
は
る
か
に
大
き
く
デ
ジ
タ
ル
社
会

に
依
存
し
て
い
る
は
ず
で
す
。
時
代
は
後
ろ
に
は
戻
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
を
考
え
る
と
、
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
遠
ざ
け
る
ば
か

り
の
対
応
で
は
勝
ち
目
な
し
で
す
。

　

今
、
私
た
ち
が
考
え
、
対
策
す
る
必
要
が
あ
る
の
は
、
来

る
べ
き
将
来
の
暮
ら
し
に
適
応
で
き
る
よ
う
、
子
ど
も
た
ち

の
足
元
を
し
っ
か
り
固
め
て
お
く
こ
と
で
す
。
私
た
ち
は
も

は
や
「
デ
ジ
タ
ル
の
あ
る
世
界
」
か
ら
「
デ
ジ
タ
ル
の
な
い

世
界
」
へ
後
戻
り
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
状
況
を

前
向
き
に
突
破
す
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。
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総務部からのお知らせ
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JA北海道厚生連　家庭配置薬推進員募集！JA北海道厚生連　家庭配置薬推進員募集！

皆様の健康を守るお仕事です。
まずはお気軽にお電話ください。

■勤務先　滝川市江部乙町・北竜町・雨竜町及び近郊
■内　容　JA配置薬箱を置いているお客様を訪問し、薬の補充や引上、使用状況の確認等
　　　　　（月100件程度）
■期　間　毎年3月年度末更新（原則更新）
■報　酬　完全歩合制（月100件程度の訪問で月収約10万円～20万円）
　　　　　※交通費・通勤手当含む
■勤　務　原則時間・日数自由
　　　　　※8:30～17:00の間が目安（直行直帰／業務終了次第帰宅可能）
■資　格　普通自動車免許（AT限定可　車持ち込みできる方）
　　　　　※車購入補助費一律18万円支給あり（厚生連規定）

　 未経験歓迎　　　 WワークOK　　 私服で勤務OK
　 日数・時間などご自身の都合に合わせて自由に決められます！

札幌市中央区北4条西1丁目1番地　 JA北海道厚生連　配置薬課
 ☎ 0120-99-4193 又は 011-232-6535　（平日8:30～17:00　担当：加藤・藤田）
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金融共済部からのお知らせ

事務経費は国が負担しているため、払った保険料の全額が運用されます。

詳しくは… https://www.nounen.go.jp

またはお近くのJA窓口までお気軽にお問合せ下さい。
農業者年金基金

農業者の方は、
国民年金の上乗せの公的な年金「農業者年金」に加入し豊かな老後を！

知って得する農業者年金

農業者なら誰でも入れる「終身年金」です！
①年間６０日以上農業に従事し、国民年金第１号被保険者（保険料免除を除く。）である２０歳
以上６０歳未満の方、又は６０歳以上６５歳未満の国民年金の任意加入者が加入できます。

②農業者年金は積立方式・確定拠出型で少子高齢化時代に強い。

死亡一時金もあり安心
　８０歳前に死亡した場合には、８０歳までに受け取る農業者老齢年金の現在価値相当額を
一時金として受け取れます。※加入期間等により保険料の払込額を下回る場合があります。

ポイント

１

一定の要件を満たす方には保険料の
国庫補助（月額最大１万円）があります。
　認定農業者で青色申告の方や、その方と家族経営協定を結んだ配偶者・後継者の方
など、一定の要件を満たす方には、保険料の国庫補助（月額２万円の保険料のうち最高
１万円、通算すると最大で２１６万円）があります。
　この国庫補助は経営継承など一定の要件を満たせば将来特例付加年金として受給できます。
　また、経営継承の時期について年齢制限はなく、事情に応じて受給の時期を決められます。

ポイント

2

生涯を通じて税制面で大きな優遇措置があります。
保険料は全額社会保険料控除の対象
●支払った保険料は家族分も含めて全額が社会保険料控除の対象。
●所得税・個人住民税・復興特別所得税が節税になります。
　（支払保険料の１５％～３０％程度が節税。）
●保険料の運用益が非課税　●将来受け取る農業者年金には公的年金等控除は適用されます。
●死亡一時金は非課税です。

ポイント

3

JAきたそらち
本　　所
イチヤン本所
音江支所
深川支所
納内支所

TEL 0164-34-7150
TEL 0164-22-6618
TEL 0164-25-1111
TEL 0164-22-2171
TEL 0164-24-2211

多度志支所
雨 竜 支 所
北 竜 支 所
幌加内支所

TEL 0164-27-2111
TEL 0125-77-2331
TEL 0164-34-2280
TEL 0165-35-2024

安心の
終身年金
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十月俳句十月俳句十月俳句
●
雨
竜
俳
句
会

　
流
れ
星
宇
宙
の
不
思
議
今
更
に
　
　
　
　
　
　
北
川
　
満
江
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の
宵
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織
り
帰
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急
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佐
々
木
待
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ロ
ロ
そ
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輪
に
曾
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つ
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め
く
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深
く
濃
く
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宮
武
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ぐ
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祭
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よ
う
　
　
　
　
　
吉
見
サ
ヨ
子

●
「
道
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会
　北
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好
き
だ
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萩
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岸
　
　
　
　
　
山
本
　
玲
子

　
夜
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灯
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屋
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灯
に
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か
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岸
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呑
め
な
い
酒
チ
ビ
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吉
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広
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科
通
い
苅
田
の
増
え
る
家
路
か
な
　
　
　
　
山
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好
晴

　
出
来
秋
の
地
物
野
菜
の
道
の
駅
　
　
　
　
　
　
佐
藤
美
智
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秋
の
蜘
蛛
我
慢
の
眼
光
る
軒
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
れ
い
子

　
花
猪
口
ぬ
め
り
と
香
り
い
と
旨
し
　
　
　
　
　
南
　
　
秀
幸

●
土
筆
俳
句
会

　
嫁
の
手
を
導
く
の
み
や
芒
梅
雨
　
　
　
　
　
　
高
尾
美
津
子

　
交
番
は
誰
も
居
ら
ず
よ
秋
日
和
　
　
　
　
　
　
池
田
　
美
知

　
魂
胆
な
き
嬰
の
笑
顔
や
秋
う
ら
ら
　
　
　
　
　
南
川
冨
美
子

　
秋
う
ら
ら
ち
い
さ
な
あ
し
の
バ
レ
リ
ー
ナ
　
　
滝
口
富
美
子

　
掌
の
栗
を
く
わ
え
て
去
る
栗
鼠
よ
　
　
　
　
　
菅
原
　
優
子

　
林
檎
剥
く
口
開
け
て
待
つ
孫
と
犬
　
　
　
　
　
森
田
裕
美
子

　
枝
豆
に
釣
ら
れ
て
出
向
く
旨
い
里
　
　
　
　
　
山
之
内
信
子

　
雨
曇
り
い
っ
き
に
晴
れ
て
今
日
の
月
　
　
　
　
小
橋
　
厚
子

青年部深川支部・雨竜支部のインスタはこちら！青年部深川支部・雨竜支部のインスタはこちら！

青年部での活動、日々の農作業の様子

などを青年部員が投稿しています♪

ぜひ、フォローしてチェックしてみて

ください！

品
種

性
別

区分
市 場 全 体 きたそらち農協

本年 9 月実績 前年同月実績 本年 9 月実績 前年同月実績

和　

牛

去
勢

出場頭数 805 901 20 27

平均価格 888,488 751,425 816,255 695,332

め
す

出場頭数 555 618 48 38

平均価格 798,087 608,866 766,540 600,661

交　

雑

去
勢

出場頭数 122 61 0 0

平均価格 488,021 382,360 0 0

め
す

出場頭数 286 223 99 75

平均価格 430,608 369,735 430,444 365,963

【平均価格は円・税込価格】

 令和８年度 ホクレン南北海道市場和牛・交雑素牛販売情報 

開催日
9/9 ～ 9/10
市場成績
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クロスワードクイズ
提供元：クロスワード.jp

雨 竜 町　　柳町　幹生　様
深 川 市　　桑野かずえ　様
北 竜 町　　岡部由美子　様

【タテのカギ】
2

3
4

5
6

8
9

12

15
16
17
19

22

建物の外部。屋外。物の外側に
当たる部分。
品物を売る人。⇔買い手。
会社・工場などが、仕事の一部
を外部の業者に発注すること。
「雷」の音読み。「落雷」。「雷雨」
文の意味をはっきりさせたり、
読みやすくするための「、」や「。」
のこと。
英語を使って話すこと。
野菜やくだものを販売する店。○
○屋。
本や書物のこと。○○館。○○委
員会。
必要分を越えた残り。あまり。
すぐれた刀。名高い名刀。
上半身に着る西洋風の肌着。
数を数えるときに言う言葉。ひ
とつ。
まっすくで細長く手に持てるぐら
いのもの。○高跳び。

1

5

7
8
10

11

13
14

17

18
20

21

23
24

予想もしなかった成り行きになる
こと。意外。
気持ちや、不安が減り安心できる
こと。気持ちが○。
神社の前に立っている門。
英語で「8」のこと。
物事の手順や手続きを間違えるこ
と。段取りを誤ること。
空気を伝わって、音波によって耳
に伝わるひびき。
書く人。書いた人。
明るく照らし出す事。または、そ
の明かり。
身につけて持っていること。「○
○○品」
いわうこと。
風を受ける三角の帆をはって進む
小型の船。
口が小さく、胴の部分がふくらん
でいる入れ物。
その折の状況や事情。
バスの○○○○状況。

【ヨコのカギ】

ハガキ・ＦＡＸ・ホームページ応募フォームに、
①クイズの答え　②住所、氏名、年齢
③身近な出来事　④農協だよりに対するご意見ご感想
を記入の上ご応募下さい。当選者は１月号に掲載します。

〒074-0015　　
深川市深川町字メム10号線山3線5850番地
ＪＡきたそらち　農業振興部営農企画課
ＦＡＸの場合は　0164-22-1228
ホームページはこちらのQRコードから

宛　先

※ハガキで応募は、85円分のハガキ、切手をご使用ください。
　ご本人以外による応募は抽選外とさせていただきます。

応募方法

売電金額　2,058,440円（40円/kWh）

・・・ 応募締切　11月30日(消印有効) ・・・

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

令
和
７
年
度
　
１
月
１
日
付

　
青
果
部
　
施
設
課小

倉
　
祐
弥

が選ばれました。が選ばれました。

深川市　渡辺　秀政　様
北竜町　齋藤ひとみ　様
伊達市　黒川　　崇　様

深川市　渡辺　秀政　様
北竜町　齋藤ひとみ　様
伊達市　黒川　　崇　様

正解者の中から抽選で3名様に
「農協全国商品券」をプレゼント

組合員の動き
（令和8年9月末日）

正組合員

准組合員

正組合員戸数

個人
団体
個人
団体

1,107
124
5,207
251
784

当月末
36
0
53
1
20

脱退
7
4
43
4
3

加入
1,136
120
5,217
248
801

当期首

9月号の答え

「カンショ」 

A B C D

JAきたそらち太陽光発電所　発電実績

発電電力
○令和８年９月実績

計画対比

前年対比51,461kWh

発電電力
○累計（R７.12～R８.９）

474,749kWh

＋10,861kWh

＋1,754kWh

計画対比　＋108,965kWh　／　前年対比　＋51,712kWh

1 2 3 4 5

6

7 8

9 10

11 12 13

14 15 16

17 18 19

20 21

DC

A

B

イ ンケ ジ バ ゲ キ

テ ヤジ ン シ ヨ ク

ン コビ カ ゲ テ ウ
ネ イカ ヅ カ ス ズ
ン ケタカ オ ビ ウ

ン リン セ ン ギ コ
ン ゲブ カ ソ コ ウ

ジ ゴサ カ ス メ ン

1 2 3 4 5 6

7 8

9 10

11 12 13

14 15 16

17 18 19

20 22

23 24

21
D

C

A

B
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１．関係団体等諸会議について
２．組合員の加入脱退について
３．財務報告及び事業実績について
４．固定資産およびリース資産の取得について
５．職員の人事及び業務事故について
６．JAグループ北海道令和8年度不祥事撲滅に向け
た重点実施項目の取組について

７．貸出金の貸付報告について
８．令和8年度JA共済コンプライアンス点検結果に
ついて

９．第1回「北海道米お米・ごはん川柳コンテスト」
の開催について

10．令和8年産米集荷状況について
11．米在庫状況（8月末）について
12．令和8年産農産物の集荷状況について
13．販売未収金について
14．令和8年産　畜産物の販売実績（8月末）につ
いて

15．きたそらちRiceForum～つなげるおこめ2026
～の開催について

16．税制改正された場合のななつぼし複数年契約の
取り進めについて

17．令和8年度　青果・花き集荷販売実績について
18．経済部事業実績について

議案第１号　令和8年度上半期決算棚卸・固定資産
現地確認立会及び上半期決算定期監
査の結果について

議案第２号　北海道農協検査に対する回答について
議案第３号　令和8年度　半期ディスクロージャー

について
議案第４号　子会社管理規程の制定について
議案第５号　経理規程の一部改正について
議案第６号　特定個人情報取扱規程、特定個人情

報取扱細則の一部改正について

議案第７号　ハラスメント防止規程の一部改正につ
いて

議案第８号　クミカン貸越極度額の変更について
議案第９号　貸出金の貸付について
議案第10号　理事者に対する貸出承認について
議案第11号　JAきたそらち農業教育振興基金の活用

について
議案第12号　令和8年産小麦概算金設定について
議案第13号　令和8年産共計大豆の概算金設定につ

いて

提  

出  

議  

案

報
　告
　事
　項

第10回理事会 〈令和8年10月2日開催〉 以下の事項について決議・承認されました
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金融共済部からのお知らせ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

加入 
年齢 

共済掛金 
累計 

受取総額 
男性 女性 

6年目以降の予定利率 6年目以降の予定利率 

0.5%の場合 1.00%の場合 0.5%の場合 1.00%の場合 
20 歳 480 万円 507 万円 568 万円 507 万円 567 万円 
25 歳 420 万円 438 万円 485 万円 438 万円 485 万円 
30 歳 360 万円 370 万円 405 万円 370 万円 405 万円 
35 歳 300 万円 305 万円 330 万円 305 万円 330 万円 
40 歳 240 万円 241 万円 258 万円 242 万円 258 万円 

45 歳 180 万円 181 万円 191 万円 181 万円 191 万円 
50 歳 120 万円 121 万円 126 万円 121 万円 126 万円 

 
 

積み立て感覚で月々3,000円から始められます 
共済掛金建てなので、共済掛金を月々１万円、2万円といった積み立て感覚でご加入いただけます。 
※最低保証年金額が 6万円未満となる場合はお引受けできません。 

1 

簡単な告知でお申込みできます 
ご契約にあたり医師の診査は不要です。健康状態の告知は下記の２項目のみと簡単なので
手軽にお申込みいただけます。 

4 
①現在、病気や外傷で、安静療養中ですか︖ ②今後、入院または手術の予定がありますか︖ 
上記２項目が「いいえ」の場合にご加入いただけます。 
（両方が「いいえ」の場合でも、ご職業などによってご加入いただけない場合もあります。） 

年金額アップが期待できます 
６年目以降 1年ごとに予定利率を見直しますので、年金額が増える楽しみがあります。 
また、一度増加した年金額は減りませんし、最低保証予定利率が設定されていますので、安心です。 
※予定利率が最低保証予定利率を上回る水準が非常に低い場合、最低保証年金額が増額されないことがあります。 
 

2 

※予定利率とは、共済掛金積立金を積み立てる際に適用されるあらかじめ定められた利率のことです。当共済に適用される予定利率は、ご契約当初 5年は固定ですが、ご契約 6年目以降は毎年見直されます。 
※ご契約時の予定利率は、毎年設定されます。したがってご契約時期によって適用される予定利率が異なり、最低保証年金額が変更となる場合があります。※予定利率は共済掛金積立金にかかるものであり、お支払いいただいた共済掛金全体
に対するものではありません。したがって、共済掛金全体に対する利回りは予定利率よりも低くなります。※予定利率 0.5%は 6年目以降の最低保証予定利率です。予定利率 1.00%の場合は、あくまで現在適用されている予定利率を基準
とした試算であり、将来の年金の受取額を保証するものではありません。※令和８年 1 月末現在の法令等にもとづき記載しています。将来の取扱いを保証するものではありません。※この資料は概要を説明したものです。ご検討にあたっ
ては「重要事項説明書（契約概要）」を必ずご覧ください。また、ご契約の際には「重要事項説明書（注意喚起情報）」および「ご契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。 

受取総額は、万円未満は切り捨てて表示しています。             （令和８年 4月現在） 

60歳払込終了、60歳年金受取開始、受取期間 10年、当初 5年間の予定利率 1.6%、税制適格特約付 
ご契約例︓定期年金タイプ 

月々１万円プラン 

 

加入年齢（年・月払）︓18歳～85歳(税制適格特約付きは 80歳まで) 
 

お問い合わせは 
 

【26019990083】 

個人年金保険料控除の対象になります（税制適格特約付の場合） 
一定の条件を満たし、税制適格特約を付加している場合は、他の保険料控除とは別枠で、所得税
で最高 4万円、住民税で最高 2.8万円までの所得控除が受けられます。 
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